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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
に
係
る
類
型
の
指
定
（
四
一
一
・
八
郎
湖

環
境
対
策
室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
平
成
十
九
年
度
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会
の
実
施
（
四
一
二
・

農
畜
産
振
興
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
及
び
同
法
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
秋

田
県
知
事
が
定
め
る
事
項
（
四
一
三
・
産
業
経
済
政
策
課
）
…
…
…
…
１

◯
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る
届
出
（
四
一
四
・
商
業
貿
易

室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
建
設
業
者
に
対
す
る
営
業
の
停
止
命
令
（
四
一
五
・
建
設
管
理
課
）
…
２

◯
基
本
測
量
実
施
の
通
知
（
四
一
六
・
建
設
管
理
課
）
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
公
共
測
量
実
施
の
通
知
（
四
一
七
・
建
設
管
理
課
）
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
四
一
八
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

公
　
告

◯
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
（
地
域
活
動
支

援
室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
決
定
（
仙
北
地
域
振
興
局
農
林

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

秋
田
県
告
示
第
四
百
十
一
号

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
表
の
水
域
の
欄
に
掲
げ
る
公
共
用
水
域
が
該
当
す
る
水
域

類
型
（
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
（
昭
和
四
十
六
年
環
境
庁
告

示
第
五
十
九
号
）
別
表
２
の
１
の
（２）
に
掲
げ
る
類
型
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
次
の
表
の
該
当
類
型
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
と
と
も
に
、
当
該

水
域
類
型
に
係
る
基
準
値
の
達
成
期
間
及
び
暫
定
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

達
成
期
間
の
欄
及
び
暫
定
目
標
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
定
め
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
告
示
第
四
百
十
二
号

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
十
六
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
平
成
十
九
年
度
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講

習
会
を
実
施
す
る
の
で
、
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
秋

田
県
規
則
第
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
講
習
の
期
日
及
び
場
所

（一）

期
日

平
成
十
九
年
十
月
二
十
五
日
（
木
）
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
一
日

（
水
）
ま
で

（二）

場
所

大
仙
市
神
宮
寺
海
草
沼
谷
地
十
三
番
三
号
　
秋
田
県
農
林
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
畜
産
試
験
場

二
　
家
畜
の
種
類
　
牛

三
　
受
講
資
格
　
家
畜
人
工
授
精
師
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
、
家

畜
改
良
増
殖
法
第
十
七
条
の
規
定
に
該
当
し
な
い
も
の

四
　
受
講
定
員
　
二
十
五
名

五
　
受
講
に
必
要
な
書
類

（一）

受
講
願
書

（二）

履
歴
書

六
　
受
講
願
書
用
紙
の
交
付

（一）

期
間

日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。

以
下
同
じ
）
を
除
き
、
平
成
十
九
年
九
月
十
八
日
（
火
）
か
ら
十
月
十

二
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

（二）

場
所

農
林
水
産
部
農
畜
産
振
興
課
家
畜
生
産
・
衛
生
班

七
　
受
講
願
書
の
受
付

（一）

期
間

日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除
き
、
平
成
十
九
年
九
月
十
八
日

（
火
）
か
ら
十
月
十
二
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
十
五
分
ま
で

郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
る
。

（二）

場
所

農
林
水
産
部
農
畜
産
振
興
課
家
畜
生
産
・
衛
生
班

八
　
受
講
に
要
す
る
経
費

（一）

額
　
四
万
円

（二）

納
付
方
法
　
講
習
の
場
所
に
お
い
て
発
行
す
る
納
入
通
知
書
に
よ
り

納
付
す
る
。

九
　
講
習
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
部
農
畜
産
振
興
課
家
畜
生
産
・
衛
生
班
（
電
話
〇
一
八
―
八

六
〇
―
一
八
〇
八
）

秋
田
県
告
示
第
四
百
十
三
号

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
及
び

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
、
財
務
省
、
厚

生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
の
規

定
に
基
づ
き
秋
田
県
知
事
が
定
め
る
事
項
に
つ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第

百
十
八
条
第
一
項
第
二
号
で
定
め
る
金
額
は
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法

施
行
規
程
（
平
成
十
九
年
金
融
庁
、
財
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産

省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
告
示
第
一
号
。
以
下
、
「
規
程
」
と
い

う
。
）
第
五
条
か
ら
第
六
条
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

二
　
規
則
第
百
十
九
条
第
六
項
で
定
め
る
積
立
て
及
び
取
崩
し
に
関
す
る
基

準
は
、
規
程
第
七
条
か
ら
第
九
条
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

三
　
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
八
条
の

告
　
　
　
　
　
　
示

水
　
域

八
郎
湖

（
八
郎
潟
調

整
池
・
東
部

承
水
路
）

八
郎
湖

（
西
部
承
水

路
）

該
当
類
型

湖
沼
Ⅳ

湖
沼
Ⅳ

達
成
期
間

段
階
的
に
暫

定
目
標
を
達

成
し
つ
つ
、

環
境
基
準
の

可
及
的
速
や

か
な
達
成
に

努
め
る
。

段
階
的
に
暫

定
目
標
を
達

成
し
つ
つ
、

環
境
基
準
の

可
及
的
速
や

か
な
達
成
に

努
め
る
。

暫

定

目

標

平
成
二
十
三
年
度
目
標

全
窒
素

〇
・
八
〇
㎎
／
Ｌ

全
燐

〇
・
〇
八
二
㎎
／
Ｌ

平
成
二
十
三
年
度
目
標

全
窒
素

一
・
二
㎎
／
Ｌ

全
燐

〇
・
〇
七
三
㎎
／
Ｌ
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２

四
で
定
め
る
共
済
金
等
の
支
払
能
力
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど

う
か
の
基
準
は
、
規
程
第
十
条
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

四
　
規
則
第
百
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
で
定
め
る
率
は
、
規
程
第
十
一
条

第
一
項
に
定
め
る
率
と
す
る
。

五
　
規
則
第
百
二
十
三
条
第
一
項
第
五
号
で
定
め
る
率
は
、
規
程
第
十
一
条

第
二
項
に
定
め
る
率
と
す
る
。

六
　
規
則
第
百
二
十
三
条
第
一
項
第
六
号
で
定
め
る
事
項
は
、
規
程
第
十
一

条
第
三
項
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

七
　
規
則
第
百
二
十
四
条
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
及
び
同
条

各
号
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
は
、
規
程
第
十
二
条
か
ら
第

十
三
条
に
定
め
る
額
と
す
る
。

八
　
規
則
第
百
六
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計

算
し
た
金
額
は
、
規
程
第
十
四
条
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
四
百
十
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
関
係
書
類
を

縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め

配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
場
合
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
県
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
、

こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
届
出
事
項
の
概
要

（一）

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
伊
徳
　
代
表
取
締
役
　
伊
　
藤
　
碩
　
彦

大
館
市
清
水
四
丁
目
四
番
十
五
号

（二）

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

た
か
の
す
モ
ー
ル

北
秋
田
市
栄
字
前
綱
五
十
八
番
一
外

（三）

小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
伊
徳
　
代
表
取
締
役
　
伊
　
藤
　
碩
　
彦

大
館
市
清
水
四
丁
目
四
番
十
五
号

株
式
会
社
サ
ン
ド
ラ
ッ
グ
　
代
表
取
締
役
　
才
　
津
　
達
　
郎

東
京
都
府
中
市
若
松
町
一
丁
目
三
十
八
番
一
号

（四）

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

平
成
二
十
年
四
月
十
八
日

（五）

店
舗
面
積
の
合
計

八
千
百
六
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル

（六）

駐
車
場
の
収
容
台
数

六
百
四
十
七
台

（七）

駐
輪
場
の
収
容
台
数

二
百
四
十
台

（八）

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積

五
百
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル

（九）

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量

六
十
三
・
八
四
立
方
メ
ー
ト
ル

（十）

小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

株
式
会
社
伊
徳

開
店
時
刻
　
午
前
九
時
（
一
部
午
前
十
時
）

閉
店
時
刻
　
午
後
十

一
時
（
一
部
午
後
九
時
）

株
式
会
社
サ
ン
ド
ラ
ッ
グ

開
店
時
刻
　
午
前
十
時
　
閉
店
時
刻
　
午
後
九
時

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
一
時
十
五
分
ま
で
（
一
部
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
九
時
ま
で
）

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数

六
か
所

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
（
一
部
午
前
六
時
か
ら
午
後
一
時
ま

で
、
一
部
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

二
　
届
出
年
月
日

平
成
十
九
年
八
月
十
七
日

三
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

（一）

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

北
秋
田
市
役
所
　
産
業
部
　
商
工
観
光
課

（二）

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

四
　
意
見
書
の
提
出
先

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
秋
田
県
産
業
経
済
労
働
部
商
工
業
振

興
課
商
業
貿
易
室

五
　
意
見
書
に
添
付
す
る
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項

（一）

意
見
を
述
べ
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

（二）

意
見
の
対
象
と
な
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

（三）

意
見
を
述
べ
る
理
由

秋
田
県
告
示
第
四
百
十
五
号

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
設
業
者
に
対
し
て
営
業
の
停
止
を
命
じ
た
の
で
、

同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日

平
成
十
九
年
八
月
二
十
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代
表
者
の
氏

名
及
び
許
可
番
号

有
限
会
社
菅
金
組

大
館
市
比
内
町
達
子
字
風
呂
添
三
十
二
番
地
の
一

代
表
取
締
役
　
菅
　
原
　
金
　
雄

秋
田
県
知
事
許
可
（
般
―
一
四
）
四
八
四
二

三
　
処
分
の
内
容

平
成
十
九
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
建
設
業

の
す
べ
て
の
営
業
の
停
止

四
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

有
限
会
社
菅
金
組
及
び
同
社
従
業
員
が
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
違
反
の
罪
に
よ
り
、
大
館
簡
易
裁
判
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
罰
金
三

十
万
円
の
略
式
命
令
を
受
け
、
そ
の
刑
が
確
定
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
四
百
十
六
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
基
本
測
量
実
施

の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
作
業
の
種
類

基
本
測
量

二
　
作
業
を
行
う
地
域

横
手
市
、
湯
沢
市
、
由
利
本
荘
市
、
に
か
ほ
市

雄
勝
郡
羽
後
町
、
東
成
瀬
村

三
　
作
業
を
行
う
期
間

平
成
十
九
年
八
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
年
一
月
十
五
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
四
百
十
七
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
秋
田
市
長

か
ら
公
共
測
量
実
施
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

（ ）十一（ ）十二（ ）十三
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
九
月
十
日
ま
で

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
定
款
変
更
の

認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
八
月
三
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
　
Ｅ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

三
　
代
表
者
の
氏
名

小
　
川
　
淳
　
二

四
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

秋
田
県
由
利
本
荘
市
石
脇
字
山
ノ
神
十
一
番
地
九
百
四
　
技
研
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
株
式
会
社
内

五
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
秋
田
県
を
基
点
に
し
て
広
く
全
国
・
全
世
界
に
対
し
て

一
　
作
業
の
種
類

公
共
測
量

二
　
作
業
を
行
う
地
域

秋
田
市
河
辺
、
雄
和
地
区

学
術
・
科
学
技
術
の
振
興
を
図
り
、
広
く
人
類
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
学
術
・
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
研
究
、
民
間
企
業
・
大
学
・

公
的
研
究
機
関
な
ど
で
研
究
開
発
さ
れ
て
い
る
知
的
資
産
を
事
業
化
す
る

た
め
の
研
究
開
発
、
を
行
い
、
学
術
・
科
学
技
術
の
振
興
、
経
済
活
動
の

活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
雇
用
機
会
の
拡
充
な
ど
、
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六
　
定
款
の
変
更
内
容

（一）

役
員
の
定
数
の
変
更

（二）

役
員
の
職
務
の
変
更

（三）

総
会
の
招
集
の
変
更

（四）

総
会
の
表
決
権
等
の
変
更

（五）

理
事
会
の
招
集
の
変
更

（六）

理
事
会
の
表
決
権
等
の
変
更

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、

同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
書
類
の
名
称
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
土
崎
・
小
荒

川
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
九
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
七
日
ま

三
　
作
業
を
行
う
期
間

平
成
十
九
年
八
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
十
四
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
四
百
十
八
号

で
三
　
縦
覧
場
所
　
美
郷
町
役
場
仙
南
庁
舎

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
（
号
外
第
四
号
）
掲
載
の
秋
田
県
教
育
委

員
会
規
則
第
二
十
三
号
（
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
公
布
）
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
）

（
印
刷
誤
り
）

一 道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
九
年
八
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

公
　
　
　
　
　
　
告

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

湯
沢
栗
駒
公
園
線

湯
沢
栗
駒
公
園
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
〇
〇
〜
二
九
・
〇
〇

八
・
〇
〇
〜
七
八
・
〇
〇

八
・
〇
〇
〜
七
八
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

二
・
二
六
〇

二
・
五
〇
〇

二
・
五
〇
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

湯
沢
市
皆
瀬
字
乗
廻
七
番
一
か
ら
字
小
安
横
通
八
番
地
先
ま
で

湯
沢
市
皆
瀬
字
乗
廻
七
番
一
か
ら
字
小
安
横
通
八
番
地
先
ま
で

湯
沢
市
皆
瀬
字
乗
廻
七
番
一
か
ら
字
小
安
横
通
八
番
地
先
ま
で

ＡＢ

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

正
　
　
　
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ
　
　
段
　
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　

上中下

終
わ
り
か
ら

三二二
十
二

終
わ
り
か
ら

八終
わ
り
か
ら

一七

附
則
第
九
項
第
一

号
中

1617181920

附
則
第
七
項
第
一

号
中

1516171819
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